
No.4
コミュニティバス運行事業 （既存・維持） 生活安全課

No.5
消防団災害活動用自動車保険加入事業 （新規） 危機管理課

No.2 近鉄下田駅地下自転車駐車場中規模改修事
業

（既存・維持） 生活安全課

No.3
防災用品備蓄事業 （既存・拡大） 危機管理課

優先順位 事業名 区分 所属名

No.1
Jアラート用アンテナ整備事業 （新規） 危機管理課

令和 6 年度 部局目標事業シート

部局名 生活安全部



R 6

6

一般財源

国県支出金

3,100,000

3,100,000

3,100,000

   事業費（自動計算）

特定財源（自動計算）

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

一般会計

（会計名）

年度

予算額

経費
内容

地方債

その他

〈財源内訳〉
・緊急防災・減災事業債（充当率100％） 3,100千円

〈予算科目〉
・工事請負費：Ｊアラート用アンテナ整備工事 3,100千円

財源内訳

歳出

事務事業 01

まちと人の安全・安心のために。（安全・安心）政策 05

年度実施内容
・Ｊアラート用のアンテナ設備を市役所屋上に整備（令和6年度中）
　（これまでは県が設置する「防災行政通信ネットワーク衛星回線」のアンテナを共用することができたが、令和7年度以降は、県に
よる設備の仕様変更（再整備）により、共用不可となるため。）

◆事業の概要

施策 20

基本事務事業 01

災害対策の強化

災害時緊急体制の確立

地域防災対策計画関連事業

期待できる効果
（展望）

・Ｊアラートを用いた住民への情報伝達手段の確保

令和 6
No. 1

◆事業の位置付け （　政策体系コード： 05200101 ）

年度部局目標事業シート

事業名 Jアラート用アンテナ整備事業 （新規）
部局名 生活安全部

所属名 危機管理課



R 6

6

令和 6 年度部局目標事業シート
No. 2

政策 05 まちと人の安全・安心のために。（安全・安心）

事業名 近鉄下田駅地下自転車駐車場中規模改修事業 （既存・維持）
部局名 生活安全部

所属名 生活安全課

◆事業の位置付け （　政策体系コード： 05220102 ）

施策 22 交通安全対策の強化

基本事務事業 01 交通安全対策の推進

事務事業 02 自転車等駐車場管理事業

◆事業の概要

年度実施内容
近鉄下田駅地下自転車駐車場中規模改修に係る照明器具更新工事
　R6.5　入札　R6.6～12　工事

期待できる効果
（展望）

個別施設計画（駐車場）に基づき、計画的かつ適切に修繕、改修を行うことにより安全性や利便性を高め、かつ予想されるコストの
平準化を図ることができる。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

＜財源内訳＞
地方債：自転車等駐車場整備事業債　6,３00,000
＜予算科目＞
工事請負費：自転車等駐車場照明器具更新工事　７,０00,000

6,300,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 7,000,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

国県支出金

地方債 6,300,000

その他

一般財源 700,000



R 6

6

令和 6 年度部局目標事業シート
No. 3

◆事業の位置付け （　政策体系コード： 05200102 ）

政策 05 まちと人の安全・安心のために。（安全・安心）

事業名 防災用品備蓄事業 （既存・拡大）
部局名 生活安全部

所属名 危機管理課

事務事業 02 防災用品等備蓄事業

◆事業の概要

年度実施内容
・災害備蓄品の整備
・令和6年度は、アルファ米４,０００食、クッキー２,０００食、保存水４,２７２本、液体ミルク３８４本、災害用毛布７００枚、空調を備えた
エアーテント、避難施設等で用いるマンホールキー７本、水防用の排水ポンプ６基の整備を行う予定である。

施策 20 災害対策の強化

基本事務事業 01 災害時緊急体制の確立

期待できる効果
（展望）

・防災備蓄品の整備・補充がなされることで、中央構造線断層帯地震発生時の想定避難者数２２,０００人に対する備え（食料２２,０
００食・保存水２２,０００本など）を充足させ、市民の安心・安全に寄与する。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

〈予算科目〉
・需用費：災害時緊急用消耗品費   4,3００千円
　　　アルファ米　　　　    4,000食　… 　 ８64千円
      クッキー       　    2,000食  …    800千円
　　　保存水　　　　　　　   ４,２７２本  …　   ７69千円
　　　液体ミルク　　　　　　　　384本  …　   　94千円
　　　災害用備蓄毛布　　　700枚  …  1,773千円
・備品購入費：災害対策備蓄備品        68０千円
　　　エアーテント　　　　　　　　　 １基 … 14,000千円
　　　マンホールキー　　　　     ７本  …     125千円
　　　水防用排水ポンプ　　    ６基  …     555千円

0

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 18,980,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 18,980,000

国県支出金

地方債 0

その他



R 6

6

令和 6 年度部局目標事業シート
No. 4

政策 06 自然と調和した快適で便利な暮らしのために。（自然・環境・都市基盤）

事業名 コミュニティバス運行事業 （既存・維持）
部局名 生活安全部

所属名 生活安全課

◆事業の位置付け （　政策体系コード： 06250201 ）

施策 25 良好な市街地・持続可能な公共交通ネットワークの形成

基本事務事業 02 持続可能な地域公共交通の確立

事務事業 01 地域公共交通事業

◆事業の概要

年度実施内容
コミュニティバスの実証運行
　R6.5　停留所・ルート（便）見直し廃止基準の公表　　R6.6～　基準に係る乗降者数のデータ採取期間

期待できる効果
（展望）

交通空白地域や交通弱者の移動手段の確保を図る。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

＜財源内訳＞
使用料：コミュニティバス使用料　7,000,000
財産売払収入：コミュニティバス車両売払収入　1,000,000
雑入：コミュニティバス広告料　30,000
＜予算科目＞
報償費：コミュニティバス敷地借上謝礼　100,000
需用費：燃料費　3,900,000　印刷製本費　187,000
　　 　  　　修繕料　3,100,000
役務費：検査手数料　10,000　自賠責保険料　60,000
委託料：運行委託料　34,175,000
使用料及び賃借料：バス借上料　138,000
工事請負費：コミュニティバス停留所改修工事　200,000
公課費：自動車重量税　91,000

8,030,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 41,961,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

国県支出金

地方債

その他 8,030,000

一般財源 33,931,000



R 6

6

令和 6 年度部局目標事業シート
No. 5

◆事業の位置付け （　政策体系コード： 05200301 ）

政策 05 まちと人の安全・安心のために。（安全・安心）

事業名 消防団災害活動用自動車保険加入事業 （新規）
部局名 生活安全部

所属名 危機管理課

事務事業 01 消防団活性化事業

◆事業の概要

年度実施内容 ・消防団員が公務として自家用車を使用した際の交通事故等に備えた災害活動用自動車保険への加入（令和６年度中）

施策 20 災害対策の強化

基本事務事業 03 消防団体制の充実

期待できる効果
（展望）

・消防団員が安心して活動できる環境の充実化

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

〈予算科目〉
・役務費（保険料）：消防団災害活動用自動車保険料 480千円

0

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 480,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 480,000

国県支出金

地方債

その他


